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スケトウダラの分布
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日本海北部系群の資源評価
• 2011年度（2011年4月～2012年3月）までの年

齢別漁獲尾数を使った資源計算（1991年～齢別漁獲尾数を使った資源計算（1991年
2011年）。

計量魚群探知機を使 た 0月の調査船調査• 計量魚群探知機を使った10月の調査船調査
結果（道総研、1996年～2011年）を資源計算
に組み入れる。

• 資源計算結果に今後の加入量の見積りをあ• 資源計算結果に今後の加入量の見積りをあ
わせて、2013年ABC（生物学的許容漁獲量）
を算定を算定。

• ABCは、いくつかの管理方策（漁獲シナリオ）
の考え方にもとづいて算定。
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漁獲量の推移
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• 1970～1992年度の漁獲量（漁期年（4月～翌年3月）集計）は、8.3万～16.8万トン
台の範囲で推移していたが、1993年度以降急減した。2011年度の漁獲量は過去
最低の1.1万トンであった。沖底漁業、沿岸漁業ともに漁獲量は減少傾向を示し

本系群 漁獲 強制規定があ 年度 降 漁期後ている。本系群にはTACによる漁獲の強制規定があり、2008年度以降は漁期後
半においてTAC量を勘案した漁獲抑制措置がとられている。
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計量魚探の調査結果（道総研）

200

250

300

千
ト

ン
）

0

50

100

150

現
存

量
（
千

0
1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010

年度

• 10月時点の北海道西部日本海における
スケトウダラ成魚の現存量推定値 1996
年、1997年および2002年（斜線部）につ

• 直近2年の10月時点での北海道

西部日本海におけるスケトウダラ
いては、天候不良等により十分な調査
面積を確保できていない。

西部日本海におけるスケトウダラ
親魚分布域 左が2010年、右が
2011年の結果。地図上の○の大
きさは魚群反応量(SA: m2/nm2)をきさは魚群反応量(SA: m2/nm2)を
示す。
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資源量と漁獲割合
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• 資源量は1987～1992年度の間、71.2万～86.8万トンと高い水準にあったが、1991年度以
降は減少傾向を示しており、2007年度には7.5万トンとピーク時の一割程度にまで減少し
た。2011年度の資源量および親魚量は豊度の高い2006年級群が主体となっており、そ
れぞれ過去最低 値は上回 るも 依然と 回復 目標 ある水準（れぞれ過去最低の値は上回っているものの、依然として回復の目標である水準（Blimit：
親魚量14万トン）を大きく下回っている。
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加入量の推移
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• 棒グラフ：加入量（資源計算結果の2歳魚尾数）。

年級群

• 折線グラフ：再生産成功率（加入量÷親魚量）、加
入までの生き残りの良さをあらわす。入 残り 良さをあ わす。
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親魚量と加入尾数の関係

• 本系群のBlimitは加入量が大幅に低下する直前の親魚量（2000年度、14万トン）
が設定されている。親魚量は毎年最低値を更新していたが、2010年度に一時的
にではあるが回復したことから、最低親魚量水準を基に親魚量3万トンがBbanと
して設定されている。2011年の親魚量は5.0万トン。

－ 7 －



2012年級群について
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• 仔稚魚分布調査（4月、道総研）

現存量（百万尾）現存量（百万尾）

年齢 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 年級群

0歳 4483 7 28 47 355 73 6232
歳 105 7 0 0 7 0 1 1 8 0 21歳 105.7 0 0.7 0.1 1.8 0.2

2歳 39.6 0.5 0.4 0.03 1.0

• 計量魚探調査（5月）
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管理方策

• 資源量は低い水準にあり、近年の再生産成功率も高
くないことから 漁獲圧を減らして 資源の状況に見くないことから、漁獲圧を減らして、資源の状況に見
合った漁獲を行うことが望ましい。

• 環境条件の良い時に高い加入を得るために親魚量の• 環境条件の良い時に高い加入を得るために親魚量の
確保が重要である。

2011年の予測親魚量（5万トン）はBli i を下回ること• 2011年の予測親魚量（5万トン）はBlimitを下回ること
から、親魚量の増大を図る漁獲シナリオでABCを算定
したした。

• 2012年級群の加入量は2006年級群と同程度と見積も
が がられ、近年では豊度が高い。 なるべく多くの魚が親魚

になるまで生き残るような漁獲方策に期待する。
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漁獲シナリオ（管理方策）と期待される効果
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• 今後の再生産成功率が1989～2007年級群の平均値となる場合• 今後の再生産成功率が1989～2007年級群の平均値となる場合。
• 漁獲シナリオは10年（Frec10yr）、20年（Frec20yr）、30年（Frec30yr）で

Blimitに回復、わずかでも親魚量を増大（0.9Fsus）。
現状の漁獲圧（F t）では2015年度にBb を下回り その後 旦は増• 現状の漁獲圧（Fcurrent）では2015年度にBbanを下回り、その後一旦は増
加するが、すぐに減少し、2021年度にBbanを再び下回る。
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再生産状況の不確実性検討
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• 過去の再生産成功率をランダムに発生させるシミュレー
シ 結果ション結果。

• 各ABC算定の漁獲シナリオとも、変動幅は大きい。

• 連続して再生産が失敗する可能性もあり、Bbanを下回る
可能性もある。
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ABCおよび算定漁獲量
将来漁獲量 評価
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オホーツク海南部の資源評価

• 沖合底びき網漁業の漁獲量と漁獲努力量
資（網数）から資源状態を判断。

• ABCは算定せず、資源の状態に合わせたABCは算定せず、資源の状態に合わせた

漁獲を行うという管理方策（漁獲シナリオ）
にもとづいて算定した漁獲量を2013年算定にもとづいて算定した漁獲量を2013年算定
漁獲量として参考提示。
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漁獲量の推移
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• 漁獲量は1980年度代前半まで概ね10万トンを超えていたが、ソ連（ロシア）水域で
の漁獲規制強化等で1986年度に大きく減少した。また、ズワイガニ漁場開発など
の漁獲状況の変化も漁獲量減少の要因となった。1990年度以降は0.5万～2.7万

台 推移 たが 年度から増加傾向 ある 年度 漁獲量 前トン台で推移していたが、2006年度から増加傾向にある。2011年度の漁獲量は前
年並みの3.69万トンであった。なお、漁獲量は漁期年(4月～翌年3月)で集計した。
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漁獲努力量の推移（沖底）
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• 沖底許可隻数は2005年以降16隻（1985年：80隻、1987年：41隻）。
• オッタートロールの網数は1987年度以降横ばいも、2008年度から

再び減少傾向再び減少傾向。
• かけまわしの網数は1999年度以降比較的安定。
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資源量指標値の推移
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• オッタートロールによる資源量指数は2006年度以降増加。
• 近年の漁獲主体であるかけまわしのCPUEも同じ傾向。
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2013年度算定漁獲量
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根室海峡の資源評価

• 刺網・延縄漁業の漁獲量と漁獲努力量（出
隻 資漁隻日数）から資源状態を判断。

• ABCは算定せず、資源の状態に合わせたABCは算定せず、資源の状態に合わせた

漁獲を行うという管理方策（漁獲シナリオ）
にもとづいて算定した漁獲量を2013年算定にもとづいて算定した漁獲量を2013年算定
漁獲量として参考提示。
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漁獲量の推移
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• 漁獲量は1989年度に11.2万トンに達した後、急激に減少し、1994年度には1.5万トン
になった。1999年度まで漁獲量は1.1万～1.8万トン台で低迷を続け、2000年度には
1981年度以降最低の0.81万トンとなった。その後、漁獲量はやや回復したものの、ほ
ぼ横ばい傾向であった 2011年度の漁獲量は1 86万トンであり 前年を大きく上回っぼ横ばい傾向であった。2011年度の漁獲量は1.86万トンであり、前年を大きく上回っ
た。なお、漁獲量は漁期年（4月～翌年3月）で集計した。
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漁獲努力量の推移（刺網、延縄）
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• 従来の主漁期であった冬季（産卵期）の漁獲状況。
• 来遊量の減少により、出漁隻数は大きく減少。
• はえなわCPUEは2007年度から増加傾向。

刺し網（専業船）CPUEは横ばい• 刺し網（専業船）CPUEは横ばい。
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2013年算定漁獲量

漁獲シナリオ
F値
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の比較）
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太平洋系群の資源評価①
• 2011年度（2011年4月～2012年3月）までの年齢別

漁獲尾数を使った資源計算（1981年～2011年）漁獲尾数を使った資源計算（1981年～2011年）。

• 沖合底びき網漁業の１網当り漁獲量（CPUE、1996
年～2011年）を資源計算に組み入れる年～2011年）を資源計算に組み入れる。

• 刺網漁業の１網当たり漁獲量（CPUE、2003年～
2011年）をもとにした指標値を参考。2011年）をもとにした指標値を参考。

• 漁模様などの聞き取り情報を参考。
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太平洋系群の資源評価②

• 資源計算結果に今後の加入量の見積りをあわせ
年 （生物学的許容漁獲量）を算定て、2013年ABC（生物学的許容漁獲量）を算定。

変更点変更点

再生産成功率の参照期間を変更

（1996年～2009年の平均→

2000年～2009年の平均）2000年 2009年の平均）

• ABCは、いくつかの管理方策（漁獲シナリオ）の考
え方にもとづいて算定え方にもとづいて算定。
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漁獲量の推移400 
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• 漁獲量は1990年代以降、高豊度の年級群の発生後に増加している。近年では
2004年度に18.1万トンに達したが、その後は14万～17万トン台で推移し、2011年
度の漁獲量は前年度並みの17.3万トンであった。ただし、2007、2009～2011年度

消 もなう休漁措 等が われ 東 海 東 本 災はTAC消化にともなう休漁措置等が行われた。また、東北海域では東日本大震災
による漁獲への影響が残った。漁獲量は漁期年（年度：4月～翌年3月）で集計。
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漁獲努力量の推移（沖底）
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• 沖底の曳き網回数は道東のかけまわしを除き減少傾向。

• 道東海域のCPUEは前年より増加し高い水準を維持。

• 襟裳以西海域のCPUEは前年並み。
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資源量、2歳以上資源量、漁獲割合の推移
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• 2011年度の資源量は96.8万トン。
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• 2歳以上資源量は1999年度以降、中位水
準で推移。
資源動向は減少傾向• 資源動向は減少傾向。

• 漁獲割合の変動は2005年度以降、小さい。
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親魚量、加入尾数、再生産成功率の推移
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• 加入量は大きく変動し、近年では2005年級群が卓越年級群。
• 2010年級群は2000年度以降最低水準と仮定

85 90 95 2000 2005 2010

• 2010年級群は2000年度以降最低水準と仮定。
• 2011年級群は21.4億尾と仮定（2000年度以降平均を上回る）。
• 親魚量は安定して推移し、2011年度は26.3万トン。
• 再生産成功率は1996年度以降、低い水準で推移。
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再生産関係
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親魚量（千トン）• 親魚量と加入量の間に明確な関係は認められない
親魚量（千 ）• 親魚量と加入量の間に明確な関係は認められない。

• 2000年級群以上の加入が期待できる最低水準の親魚量をBlimit。
• Blimitは15.1万トン（資源計算期間の最低親魚量）。Blimitは15.1万トン（資源計算期間の最低親魚量）。
• 2011年度の親魚量は、Blimitよりも112千トン多い。
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管理方策

• 卓越年級群及びこれに準ずる高い豊度の年級群の
加入が期待できる親魚量（Blimit）を維持することが加入が期待できる親魚量（Blimit）を維持することが
望ましい。

• 2000～2009年度の平均再生産成功率が継続する• 2000～2009年度の平均再生産成功率が継続する
条件で、今後10年間、親魚量をBlimit以上に維持す
ることを管理目標とするることを管理目標とする 。

• 親魚量が少なくとも今後10年間Blimit以上を維持す
る漁獲シナリオでABCを算定したる漁獲シナリオでABCを算定した。

－ 29 －



500 200

漁獲シナリオ（管理方策）と期待される効果
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• 今後の再生産成功率が2000～2009年級群の平均値となる場合。
• 漁獲シナリオは経験的に適度な漁獲（F30%） 現状の漁獲圧の維持• 漁獲シナリオは経験的に適度な漁獲（F30%）、現状の漁獲圧の維持

（Fcurrent）、 資源量の維持（Fsus ）、10年間親魚量をBlimit以上に維持
（1.2Fcurrent）。
親魚量は2008 2010年級群が少ないため 時的に減少すると予測• 親魚量は2008～2010年級群が少ないため、一時的に減少すると予測。

• 漁獲量はFcurrent で13～17万トンで推移。
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再生産状況の不確実性検討
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• 過去の再生産成功率をランダムに発生させるシミュレーション結果。
各 C算定シナリオとも 変動幅は大き• 各ABC算定シナリオとも、変動幅は大きい。

• 漁獲係数（F）が増加すると、Blimitを上回る確率が低くなる。
• 連続して再生産に失敗した場合、大きく親魚量が減少する可能性がある。
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2013年ABC
F値 将来漁獲量 評価

漁獲シナリオ
（管理基準）

F値

漁獲割合

将来漁獲量 評価

2013年度
ABC(Fcurrentとの

比較）
5年後 5年平均

Blimitを維持 Blimitを維持

（5年後） （10年後）

経験的に適度
な漁獲圧による

漁獲＊
(F30%SPR)

0.67
(0.74

Fcurrent)
13％

133千トン

132千トン 100％ 100％ 115千トン～

194千トン

現状の漁獲圧
の維持＊
(Fcurrent)

0.90
(1.00

Fcurrent)
17％

138千トン

149千トン 100％ 98％ 145千トン～

209千トン209千トン

資源量の維持
＊

(Fsus)

0.94
(1.05

Fcurrent)
17％

137千トン

151千トン 100％ 94％ 150千トン～
(Fsus) Fcurrent)

209千トン

10年間、親魚
量をBlimit以上

1.08
(1 20 19％

137千トン

158千トン 97％ 67％ 166千トン～

＊中期的管理方針に合致

に維持＊
(1.2Fcurrent)

(1.20
Fcurrent)

19％ 158千トン 97％ 67％ 166千トン
212千トン

＊中期的管理方針に合致
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